
複数回献血協力者確保事業事例 

【事例７】 

実施センター名 ： 東京都赤十字血液センター 

 

実 施 名 称 ： 「サンクスドナーＡＥＤ」（献血携帯メールクラブ会員限定「医

学講演、赤十字救急法講習会」） 

 

実施日時 (期間)： 平成19年11月 4日（日）午後 

          平成19年11月17日（土）午後 

          平成20年 3月15日（土）午後 

 

実 施 場 所 ： 平成19年11月 4日（日）武蔵野赤十字病院山崎記念講堂 

          平成19年11月17日（土）日本赤十字社辰巳ビル 

          平成20年 3月15日（土）日本赤十字社辰巳ビル 

 

協 力 団 体 ： 日本医科大多摩永山病院救命救急センター(講師派遣) 

 

実 施 目 的 ： 複数回献血者確保事業の一環として、献血携帯メールクラブ会

員向けに、日頃の献血協力に対する感謝の意を込めて実施。会

員限定講習会という特別イベントを行い、今後も積極的な複数

回献血の協力が得られるようにする。 

 

実 施 内 容 ： 救命救急担当医の講演により、輸血の大切さや必要性を理解し

ていただいたうえで、心配蘇生法やＡＥＤ)「自動体外式除細

動器」を使用した講習を実施した。 

 

実 施 評 価 ： 3 回の開催案内に対し、応募定員の 252 名の約 5 倍の申込があ

った。協力的な献血者の中には、このような講習会参加の希望

が高いことが分かった。献血後の血液の使われ方や大切さがよ

く分かったと好評であった。 

 

実 施 結 果 ： 参加者：273 人 
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